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​「Emerging Vision：The New Generation of Japanese Artists」展  開催のお知らせ​
​6月27日（土）から 8月16日（日）まで​

​このたび、ギャルリーためながは2026年6月27日（土）から8月16日（日）まで、京都でのお披露目以来人気​
​の高い若手日本人作家5名による「Emerging Vision（エマージング・ヴィジョン）：The New Generation of​
​Japanese Artists」展を開催いたします。生命の力強さや豊かな情緒を感じる多彩な作品が、一堂に会しま​
​す。​

​2020年よりコロナ禍に若い作家を支える意図で始めたこのグループ展は、「巴里を魅了する和の九人展」と​
​題して始まりました。2024年には「Emerging Vision」と名前を変え、今回で6回目の開催となります。本展​
​ではそれぞれの領域で頭角を現してきた5名の作品をご紹介いたします。​

​中比良 真子は当画廊では初となる、  窓から窓へ通り抜けて行く途中の小さくはかない空間と、その先にあ​
​るどこまでも広がっていく風景を描いている「Transparent room」シリーズを出展いたします。ギャルリー​
​ためなが東京では初の展示となる薬師川 千晴は、両手両足に直接絵具をつけて描く代表的な＜rub＞シリーズ​
​に加えて、昨年京都市京セラ美術館での個展で披露した＜knock＞シリーズからの新作も展覧いたします。​

​このほか、再構成した写真と箔を用いて「現象」を作り出す能條 雅由、人の顔に層状の模様を組み合わせて​
​感情の揺らぎを表現する小松本 結、そして鮮やかな色合いで生と死を表現するKaluaの作品が会場を彩りま​
​す。以上３名もギャルリーためなが東京の展覧会には初参加となります。​

​テーマ、モチーフ、技法まで三者三様ならぬ「五者五様」の個性が光る作品たちは、観るたびに新鮮な感動​
​を呼び起こします。今後のさらなる飛躍を予感させる5名の瑞々しい表現を、ぜひこの機会にお楽しみくださ​
​い。皆様のご来場を心よりお待ちしております。​

​【出展作家5名】　​

​「Transparent room No12」89×146㎝​



​「knock 2026 #V×GS11」90×70㎝​

​「Mirage #113」110×150㎝​

​【Jane Doe】162×130㎝​



​「Night GardenIII」130×97㎝​

​　　　​

​株式会社ギャルリーためなが​

​ギャルリーためながは1969年、銀座にて印象派から現代美術までを扱う画廊として創業し、以来半世紀に渡​
​り国内外の美術館及び蒐集家に名品の数々を紹介してまいりました。​

​1971年にパリと大阪、2021年に京都に開廊し、2025年9月には発祥の地・銀座から新たなアートの発信地と​
​して展示スペースを従来の3倍に広げ、南青山・骨董通りに移転いたしました。​

​現在は各画廊においてヨーロッパに限らず世界中から集まる作家達の作品を展覧し、特に最近は日本人作家​
​の作品を見せる機会も増えており、美術業界において大きな役割を担っています。​


